
問

文
科
省
が
発
表
し
た

平
成

年
度
の
就
学
援
助

25

実
施
状
況
調
査
で
、
全
国

平
均
の
援
助
率
は

・
15

68

％
、
山
形
県
は
全
国
平
均

の
約
半
分
８
・

％
（
全

07

国

番
目
）
で
東
北
６
県

40
で
も
最
下
位
。
市
の
状
況

も
８
・
１
％
と
同
じ
。

全
国
ト
ッ
プ
の
高
知
県

は

・

％
で
、
４
人
に

25

39

１
人
の
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
差
は
何
か
。

本
市
の
就
学
援
助
に
含

ま
れ
て
い
な
い
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
は
課
題
と
考
え

て
い
な
い
の
か
。

教
育
委
事
務
局
参
事

全

国
の
実
施
状
況
は
ク
ラ
ブ

活
動
費
で

・
９
％
、
生

17

徒
会
費

・
４
％
、
Ｐ
Ｔ

20

Ａ
会
費

・
０
％
。

22

教
育
の
機
会
均
等
を
実

現
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の

追
加
が
必
要
と
の
認
識
か

ら
、
調
査
検
討
を
進
め
て

参
り
た
い
。

市
の
援
助
率
が
低
い
と

の
指
摘
だ
が
、
原
因
と
し

て
制
度
の
周
知
徹
底
が
ポ

イ
ン
ト
と
捉
え
て
い
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
、
入
学
説
明
会
な
ど
の

対
応
に
加
え
、
保
護
者
の

収
入
状
況
に
照
ら
し
合
わ

せ
た
具
体
的
な
目
安
を
示

す
な
ど
の
工
夫
や
、
学
校

側
か
ら
の
働
き
か
け
も
き

め
細
か
に
す
る
な
ど
、
援

助
の
必
要
な
方
々
の
掘
起

こ
し
に
努
め
る
。

問

市
で
は
、
新
１
年
生

が
就
学
援
助
に
該
当
し
た

と
き
、
新
入
学
用
品
費
を

７
月
に
支
給
し
て
い
る
。

文
科
省
は
通
知
を
出

し
、
要
保
護
者
へ
の
支
給

は
年
度
当
初
か
ら
開
始

し
、
児
童
生
徒
が
必
要
と

す
る
時
期
に
速
や
か
に
支

給
す
る
よ
う
十
分
配
慮
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

既
に
実
施
し
て
い
る
市

も
あ
り
、
本
市
で
も
、
新

入
学
用
品
費
に
つ
い
て
は

入
学
前
の
３
月
に
支
給
が

で
き
な
い
か
。

教
育
委
事
務
局
参
事

市

の
要
綱
に
お
い
て
、
対
象

者
を
「
現
に
在
学
し
て
い

る
児
童
及
び
生
徒
の
保
護

者
」
と
規
定
、
予
算
も
新

年
度
と
な
り
、
受
付
や
支

給
に
向
け
て
の
事
務
も
新

年
度
と
な
っ
て
い
る
。

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
の
支
給
は
、
実
際
に

費
用
が
必
要
と
な
る
３
月

中
に
支
給
す
る
の
が
本
来

な
の
で
、
３
月
中
の
支
給

に
向
け
て
具
体
的
な
手
立

て
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
参
り
た
い
。

問

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
に
基
づ
く
学
習
支

援
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

か
ら
実
施
を
検
討
す
る
旨

の
答
弁
が
さ
れ
て
い
る
。

山
形
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
「
生
活
困
窮

者
家
庭
の
学
習
支
援
事

業
」
を
県
内
の

自
治
体

10

で
行
う
一
方
で
、
「
ひ
と

り
親
家
庭
の
学
習
支
援
事

業
」
を
山
形
市
、
米
沢
市

で
４
月
か
ら
、
酒
田
市
は

７
月
に
、
そ
し
て
鶴
岡
市

で
来
年
度
開
設
予
定
。

対
象
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
全
世
帯
と
し
て
周
知

を
行
う
べ
き
。

小
中
学
校
区
ご
と
の
設

置
や
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以

外
に
も
、
退
職
教
員
の
方

々
も
加
え
る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

市
と
し

て
は
、
県
母
子
寡
婦
連
合

会
が
行
う
事
業
と
相
互
に

補
完
す
る
仕
組
み
や
、
教

員
Ｏ
Ｂ
組
織
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
を
想
定
し
、
初

年
度
は
モ
デ
ル
的
に
実
行

し
、
徐
々
に
規
模
を
拡
大

し
て
ゆ
く
方
向
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
対

象
世
帯
の
把
握
、
実
施
主

体
な
ど
を
検
討
し
各
部
署

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
ゆ
き
た
い
。

問

保
育
施
設
等
の
実
費

徴
収
の
補
足
給
付
事
業

は
、低
所
得
者
を
対
象
に
、

保
育
料
と
は
別
に
各
保
育

施
設
が
実
費
徴
収
す
る
日

用
品
や
文
房
具
の
購
入
費

や
遠
足
な
ど
の
行
事
参
加

費
、
給
食
費
、
通
園
バ
ス

代
部
分
に
つ
い
て
補
足
給

付
を
行
う
も
の
。

支
給
要
綱
で
支
給
対
象

者
を
生
活
保
護
世
帯
、
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
世
帯

以
外
に
、
「
市
長
が
こ
れ

ら
準
じ
る
と
認
め
る
も

の
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
準
用
を
活
か
し
、

事
業
の
支
援
対
象
者
を
広

げ
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

を
前
進
さ
せ
る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

昨
年
度

実
績
は
対
象

世
帯
で
支

11

給
額

万
５
６
０
０
円
。

13

対
象
と
な
っ
た
の
は
す
べ

て
生
活
保
護
世
帯
。

支
給
要
綱
に
よ
る
対
象

者
拡
大
だ
が
、
こ
の
規
定

は
生
活
保
護
に
該
当
す
る

ほ
ど
困
窮
し
て
い
る
も
の

の
何
ら
か
の
事
情
で
受
給

し
て
い
な
い
世
帯
や
、
災

害
等
で
突
発
的
に
生
活
困

窮
に
陥
っ
た
世
帯
を
想
定

し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の

解
釈
を
基
本
に
制
度
運
用

を
し
て
ゆ
く
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

２
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

②
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
市
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

新
入
学
用
品
費
は
３
月
に
支
給
を

就学援助の状況 平成28年5月1日現在

小学校 要保護 準要保護 計
1学年 4 41 45
2学年 5 49 54
3学年 4 58 62
4学年 7 73 80
5学年 5 84 89
6学年 3 87 90
計 28 392 420

中学校 要保護 準要保護 計
1学年 4 92 96
2学年 1 92 93
3学年 3 108 111
計 8 292 300

戦争させるな・９条壊すな！
戦争法廃止を求める市民集会
日時 ９月18日（日）17時～

会場 鶴岡市勤労者会館大ホール

内容 集会・決議文採択

・デモ行進

舟山やすえ参院議員

が特別報告を行いま

す。多数の参加で成

功させましょう。

主催 戦争法・秘密保護法廃止、憲法改

悪を許さない実行委員会



羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
9月1日入札分

・水呑沢頭首工水位計改修工事（羽黒町川代字東増川山地内）（入札1
1業者うち6業者辞退）
配工電気(株) 3,700,000円（4,030,000円）工期～12/22（落札率91.8％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月1日入札分

・市道松尾今野線表層改良工事（羽黒町上野新田地内）（入札8業者う
ち1業者辞退）
(有)庄内舗装 2,800,000円（2,957,000円）工期～9/30（落札率94.7％）
・市道中組下通線表層改良工事（長沼地内）（入札4業者）
板垣建設(有) 6,450,000円（6,618,000円）工期～9/30（落札率97.5％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月1日入札分

・市道泡滝大鳥線タキタロウ橋高欄補修工事（大鳥地内）（入札9業者
うち1業者辞退）
(有)庄司塗装 1,800,000円（1,876,000円）工期～11/11（落札率95.9％）
・市道山の外小文地楯線道路改良工事（たらのき代地内）（入札6業者）
(有)大滝組 13,700,000円（15,230,000円）工期～11/30（落札率90.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月5日入札分

・市公共下水道事業 汚水7349A号新設工事（日吉町地内）（入札10業
者うち1業者辞退）
(有)諏訪建設 5,190,000円（5,473,000円）工期～12/16（落札率94.8％）
・市公共下水道事業 汚水NC30-1号マンホールポンプ新設工事（下川
地内）（入札4業者）
日栄産業(有) 13,550,000円（14,477,000円）工期～12/22（落札率93.6％）
・市公共下水道事業 汚水3-1J003-1～008号改良工事（下清水地内）（入
札12業者）
(株)五十嵐建業 21,600,000円（22,371,000円）工期～29/1/31（落札率96.6％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月1日入札分

・温海浄配水場急速ろ過池レール及び緩速攪拌機軸交換工事（湯温海
地内）（随意契約1業者）
ＪＦＥエンジニアリング株式会社東北支店
7,300,000円（7,802,000円）工期～29/1/31（落札率93.6％）
・鶴岡浄水場計装設備及び直流電源盤等更新工事（伊勢横内地内）（随
意契約1業者）
(株)日立製作所東北支社 16,800,000円（16,867,000円）工期～29/1/31（落札率99.6％）
・堅苔沢地内径150粍配水管他移設工事 中止

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

「
ち
わ
ら
住
宅
」
は
、

共
益
面
積
が
広
い
と
の
理

由
で
共
益
費
の
負
担
感
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

負
担
の
重
い
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
る
か
。

低
所
得
者
の
住
宅
支
援

と
し
て
共
益
費
の
負
担
軽

減
に
市
が
支
援
で
き
る
こ

と
は
な
い
の
か
。

単
身
・
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
集
金
な
ど
に
限
界

を
訴
え
て
い
る
方
も
い

る
。
家
賃
と
合
わ
せ
市
側

で
集
金
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長

「
ち
わ
ら
住

宅
」
は
供
用
当
初
の
入
居

世
帯
が
少
な
か
っ
た
こ
と

と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
運

転
す
る
電
気
料
金
が
あ

り
、高
め
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
給
水
設
備
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
整

備
等
に
つ
い
て
共
益
費
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
営
住
宅
で
は
公
営
住
宅

の
趣
旨
に
従
い
市
が
負
担

し
て
い
る
。

共
益
費
の
過
重
な
負
担

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
入
居

者
同
士
の
話
し
合
い
と
工

夫
が
必
要
と
考
え
る
。

集
金
方
法
も
、
共
益
費

の
ほ
か
に
町
内
会
費
も
あ

る
こ
と
か
ら
入
居
者
自
ら

が
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
・
維
持
に
つ
な
が
る
。

問

市
営
住
宅
退
去
す
る

際
、
部
屋
の
原
状
復
帰
を

必
ず
求
め
ら
れ
る
。

普
通
の
生
活
で
発
生
す

る
畳
や
ふ
す
ま
・
壁
な
ど

の
損
耗
・
経
年
劣
化
は
、

家
主
で
あ
る
市
が
負
担
す

べ
き
で
な
い
か
。

入
居
者
の
多
く
が
低
所

得
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
本
人
負
担
は
敷
金
の

範
囲
と
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長

民
間
の
賃
貸

住
宅
と
は
違
い
、
公
営
住

宅
の
家
賃
に
は
原
状
回
復

費
用
を
含
ん
で
お
ら
ず
、

入
居
期
間
に
生
じ
た
畳
な

ど
の
損
耗
や
内
装
の
汚
れ

は
入
居
者
の
負
担
と
し
て

い
る
。

市
営
住
宅
の
敷
金
は
、

家
賃
又
は
損
害
賠
償
金
の

未
納
が
あ
る
場
合
を
除
き

退
去
時
に
全
額
還
付
す
る

も
の
と
さ
れ
、
市
が
直
接

原
状
回
復
費
用
に
は
当
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
規
定

に
な
っ
て
い
る
。

戦
死
者
出
す
な
！
熱
い
秋
に

隊
員
が
現
地
の
人
々
を
殺
傷
す
る
危
険

が
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

数
の
力
で
請
願
を
否
決
し
て
き
た
県

議
会
自
民
党
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
が

い
よ
い
よ
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
「
戦
争

法
廃
止
・
自
衛
隊
に
戦
闘
さ
せ
る
な
」

の
運
動
を
大
き
く
広
げ
る
熱
い
秋
で

す
。

（
県
議

関

徹
）

県
議
会
で
は
、
一
昨
年
か
ら
昨
年
に

か
け
て
戦
争
法
に
関
わ
る
多
く
の
請
願

が
提
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
憲
法
解

釈
変
更
反
対
」「
閣
議
決
定
撤
回
」「
安

保
法
整
備
中
止
」「
安
保
法
案
廃
案
」、

そ
し
て
法
案
強
行
以
降
は
「
安
保
法
案

廃
止
」
。
そ
の
都
度
、
共
産
党
県
議
団

は
憲
法
擁
護
・
戦
争
法
反
対
の
立
場
で

た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
戦
争
法
に
基
づ
い
て
、

南
ス
ー
ダ
ン
等
に
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ)

と
し
て
派
遣
す
る
自
衛
隊

に
新
し
い
戦
闘
の
任
務
を
付
与
し
、
訓

練
を
開
始
し
ま
し
た
。

月
以
降
、
自

11

衛
隊
員
か
ら
死
傷
者
が
発
生
し
、
自
衛

き
ち
ん
と
学
び
、
自
分
の

回
り
の
人
達
に
伝
え
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
工
藤
博

司
さ
ん
（
俳
人
、
元
生
協

共
立
社
常
務
理
事
）
を
講

師
に
迎
え
「
ホ
ン
ト
は
恐

い
！
自
民
改
憲
案
」
を
テ

ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

現
憲
法
の
「
国
民
が
主

人
公
」
が
改
憲
案
で
は
「
国

家
が
主
人
公
」
と
な
り
、

個
人
の
尊
重
よ
り
公
共
・

公
益
が
優
先
と
い
う
大
変

恐
ろ
し
い
内
容
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
こ
の
ま
ま
黙

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
「
さ
あ

う
た
い
ま
し
ょ
う
」
と
題

し
て
、
加
藤
太
一
市
議
の

ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
、
参
加

者
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
中

心
に
お
腹
の
底
か
ら
声
を

出
し
う
た
い
ま
し
た
。

『
戦
争
や
ん
だ
お
き
た

ま
の
会
』
が
い
つ
も
集
会

で
歌
っ
て
い
る
「
戦
争
や

ん
だ
」
を
歌
唱
指
導
の
も

と
み
ん
な
で
歌
い
上
げ
ま

し
た
。

本
当
に
、
「
平
和
」
に

つ
い
て
考
え
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

４
日
午
後
、
新
日
本
婦

人
の
会
鶴
岡
支
部
『
第
３

回
平
和
の
つ
ど
い
』
が
市

勤
労
者
会
館
で
開
か
れ
、

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

55
今
回
の
つ
ど
い
の
目
玉

は
、
第
１
部
の
学
習
講
演

で
自
民
党
の
改
憲
草
案
を

共益費の高さが問題に
なっている「ちわら住宅」

市
営
住
宅
入
居
者
の
負
担
軽
減
を


